
てがぬましゅうへん やちょうずかん

手賀沼周辺のデジタル野鳥図鑑

あびこやちょうをまもるかい へん

我孫子野鳥を守る会編
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ばんごう なまえ

No.番号 鳥の名前

しゃしん

その鳥の写真です。

ぜんちょう  しめ

大きさ：全長を示しています。

 しめ

鳴き声：どんな鳴き声かを示しています。

か   なまえ

（科の名前）

ごろ ばあい

いつ頃見られるか:（色は一年中の場合）
じき   しめ

見れれる時期を示しています。

どこで見られるか：
 しめ

よく見られる所を示しています。

 すがた  かたち

どんな姿、形か：
すがた かたち  とく しめ

姿や形の特ちょうを示しています。

た

その他：
おもしろ しめ

そのほかの面白いことを示しています。

 ずかん みかた

この図鑑の見方

ばあい

一年中の場合
 ばあい

秋～冬の場合
 ばあい

春～夏の場合 色分け
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ことば    い          かた                せつめい

言葉（言い方）の説明（１）

ぜんちょう お  ばね      はし

全長：くちばしの先から尾羽の端までの長さをいいます。
  か  からだ とく あつ  い かた

科：体の特ちょうがにている鳥の集まりの言い方です.
りゅうちょう

留鳥：一年を通して見られる鳥のことをいいます。
なつどり と たまご う こそだ

夏鳥：春に南の方から日本に飛んできて、日本で卵を産んで子育てし、
わた す

秋のはじめには南の方に渡って冬を過ごす鳥のことをいいます。
 ふゆどり と す

冬鳥：秋に北の方から日本に飛んできて、冬を過ごし、
かえ                こそだ

春になると北の方に帰って、子育てする鳥のことをいいます。
しっち  しめ と ち みずべ だいち かこ  と ち

湿地：湿っぽい水がたまりやすい土地で、水辺や台地に囲まれた低い土地に
みずけ この しょくぶつ

よく見られます。ヨシやガマなどの水気を好む植物がよく見られます。
じょうめん とり せなか つばさ うえがわ おも はね いろ もよう せつめい つか

上面：鳥の背中と翼の上側をいい、主に羽の色や模様の説明に使います。
  か めん とり むね はら  つばさ したがわ  おも はね いろ もよう せつめい つか

下面：鳥の胸から腹と翼の下側をいい、主に羽の色や模様の説明に使います。
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ことば    い          かた                せつめい

言葉（言い方）の説明（２）

かっしょく ちゃいろ こっかっしょく ちゃかっしょく

褐色：こげ茶色のことで、黒っぽいと黒褐色、明るいと茶褐色などといいます。
じゅうはん からだ はね つばさ たて こっかしょく  てん      せん もよう

縦班：体や羽・翼にある縦がたの黒や黒褐色のはん点や線のような模様です。
おうはん からだ はね つばさ よこ   こっかしょく てん      せん もよう

横班：体や羽・翼にある横がたの黒や黒褐色のはん点や線のような模様です。
び はん  まゆ げ もよう

眉班：目の上にある眉毛のような白っぽい模様。
しそん のこ いっしょ たまご   う そだ

さえずり：オスとメスが子孫を残すために一緒になり、卵を産んで子どもを育てます。
          はるさき                             いっしょ   な  かた  うつく          

     春先から夏に、オスとメスが一緒になるときのオスの鳴き方で、とても美しい
                        な かた じぶん なわば  す えさ  こ そだ

            鳴き方が多いです。また、自分の縄張り（巣をつくり、餌をとったり子育てを
          ばしょ  まも な かた

する場所）を守るためにもこの鳴き方をします。
ぢ な いがい な  かた き

地鳴き：さえずり以外の鳴き方で、秋から冬によく聞かれます。
 はんしょくき  しそん のこ いっしょ たまご   う  こ  そだ                  じ き

繁殖期：オスとメスが子孫を残すために一緒になり、卵を産んで子育てする時期の
ふつう はるさき じ き

ことをいいます。普通は、春先から夏ころの時期になります。
こんいんしょく はんしょくき くちばし あし いろ か いろ

婚姻色：繁殖期のはじめに嘴や足などの色が変わることがあり、その色をいいます。
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この図鑑（ずかん）で紹介（しょうかい）している鳥
次のページで鳥の名前を検索（けんさく）することができます。

No. 鳥の名前 科（か） ページ No. 鳥の名前 科（か） ページ No. 鳥の名前 科（か） ページ No. 鳥の名前 科（か） ページ

1 アオサギ サギ 7 17 カワラヒワ アトリ 23 33 ダイサギ サギ 39 49 バン クイナ 55

2 アオジ ホオジロ 8 18 カンムリカイツブリ カイツブリ 24 34 タゲリ チドリ 40 50 ヒドリガモ カモ 56

3 ウグイス ウグイス 9 19 キジ キジ 25 35 タシギ シギ 41 51 ヒバリ ヒバリ 57

4 エナガ エナガ 10 20 キジバト ハト 26 36 タヒバリ セキレイ 42 52 ヒヨドリ ヒヨドリ 58

5 オオジュリン ホオジロ 11 21 コガモ カモ 27 37 チュウサギ サギ 43 53 ホオジロ ホオジロ 59

6 オオタカ タカ 12 22 コゲラ キツツキ 28 38 チョウゲンボウ ハヤブサ 44 54 ホシハジロ カモ 60

7 オオバン クイナ 13 23 コサギ サギ 29 39 ツグミ ヒタキ 45 55 ホトトギス カッコウ 61

8 オオヨシキリ ヨシキリ 14 24 コチドリ チドリ 30 40 ツツドリ カッコウ 46 56 マガモ カモ 62

9 オカヨシガモ カモ 15 25 コブハクチョウ カモ 31 41 ツバメ ツバメ 47 57 ミコアイサ カモ 63

10 オナガ カラス 16 26 サシバ タカ 32 42 ツミ タカ 48 58 ミサゴ ミサゴ 64

11 オナガガモ カモ 17 27 シジュウカラ シジュウカラ 33 43 トビ タカ 49 59 ムクドリ ムクドリ 65

12 カイツブリ カイツブリ 18 28 ジョウビタキ
ヒタキ

34 44 ノスリ タカ 50 60 メジロ メジロ 66

13 カシラダカ ホオジロ 19 29 スズメ スズメ 35 45 ハクセキレイ セキレイ 51 61 モズ モズ 67

14 カルガモ カモ 20 30 セグロカモメ カモメ 36 46 ハシブトガラス カラス 52 62 ヤマガラ シジュウカラ 68

15 カワウ ウ 21 31 セグロセキレイ セキレイ 37 47 ハシボソガラス カラス 53 63 ユリカモメ カモメ 69

16 カワセミ カワセミ 22 32 セッカ セッカ 38 48 ハジロカイツブリ カイツブリ 54 64 ルリビタキ ヒタキ 70 5



鳥の名前の検索（けんさく）

◼ アオサギ
◼ アオジ
◼ ウグイス
◼ エナガ
◼ オオジュリン
◼ オオタカ
◼ オオバン
◼ オオヨシキリ
◼ オカヨシガモ
◼ オナガ
◼ オナガガモ
◼ カイツブリ
◼ カシラダカ
◼ カルガモ
◼ カワウ
◼ カワセミ

◼ カワラヒワ
◼ カンムリカイツブリ
◼ キジ
◼ キジバト
◼ コガモ
◼ コゲラ
◼ コサギ
◼ コチドリ
◼ コブハクチョウ
◼ サシバ
◼ シジュウカラ
◼ ジョウビタキ
◼ スズメ
◼ セグロカモメ
◼ セグロセキレイ
◼ セッカ

◼ ダイサギ
◼ タゲリ
◼ タシギ
◼ タヒバリ
◼ チュウサギ
◼ チョウゲンボウ
◼ ツグミ
◼ ツツドリ
◼ ツバメ
◼ ツミ
◼ トビ
◼ ノスリ
◼ ハクセキレイ
◼ ハシブトガラス
◼ ハシボソガラス
◼ ハジロカイツブリ

◼ バン
◼ ヒドリガモ
◼ ヒバリ
◼ ヒヨドリ
◼ ホオジロ
◼ ホシハジロ
◼ ホトトギス
◼ マガモ
◼ ミコアイサ
◼ ミサゴ
◼ ムクドリ
◼ メジロ
◼ モズ
◼ ヤマガラ
◼ ユリカモメ
◼ ルリビタキ

Ctrlキーをおして鳥の名前をクリックすると、その鳥のページがでます。
Ctrlキーをおして左下にある マークをクリックすると、このページにもどります。
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No.１ アオサギ 大きさ： 90～98cm（サギ科）
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         やく

大きさ： 約15cmNo.２ アオジ （ホオジロ科）
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大きさ： 14～15.5cmNo.３ ウグイス （ウグイス科）
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やく お

大きさ： 約14cm（尾の長さ８㎝）No.４ エナガ （エナガ科）
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やく

大きさ： 約1７cmNo.5 オオジュリン （ホオジロ科）
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やく やく

大きさ： オス約５０、メス約５７ cmNo.６ オオタカ （タカ科）
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大きさ： ３６～３９ cmNo.７ オオバン （クイナ科）

13



やく

大きさ： 約１８.５cmNo.８ オオヨシキリ （ヨシキリ科）
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大きさ： ４６～５８ cmNo.９ オカヨシガモ （カモ科）
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大きさ： ３４～３９ cmNo.１０ オナガ （カラス科）
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大きさ：オス５１～７４ cm、メス４３ ～ ６３ cmNo.１１ オナガガモ （カモ科）

メス
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大きさ： ２５～２９ cmNo.１２ カイツブリ （カイツブリ科）

鳴き声：キュリリリ、ピュルル、ピッピッなど
と鳴く。
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やく

大きさ： 約１５cmNo.１３ カシラダカ （ホオジロ科）
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大きさ： ５８～６３ cmNo.１４ カルガモ （カモ科）

鳴き声：グェ、グェと太い声で鳴く。
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大きさ： ８０～１００ cmNo.１５ カワウ （ウ科）
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やく

大きさ： 約１７cmNo.１６ カワセミ （カワセミ科）

22



やく

大きさ： 約１４cmNo.１７ カワラヒワ （アトリ科）
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大きさ： ４６～５１ cmNo.１８ カンムリカイツブリ （カイツブリ科）

24



やく やく

大きさ： オス約８０、メス約６０ cmNo.１９ キジ （キジ科）

メス
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やく

大きさ： 約３３cmNo.２０ キジバト （ハト科）
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大きさ： ３８～４３ cmNo.２１ コガモ （カモ科）

メス
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やく

大きさ： 約１５cmNo.２２ コゲラ （キツツキ科）
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大きさ： ５５～６５ cmNo.２３ コサギ （サギ科）
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やく

大きさ： 約１５cmNo.２４ コチドリ （チドリ科）

30



大きさ： １２５～１６５ cmNo.２５ コブハクチョウ （カモ科）
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やく

大きさ： 約５０cmNo.２６ サシバ （タカ科）
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やく

大きさ： 約１４cmNo.２７ シジュウカラ （シジュウカラ科）
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メス

やく

大きさ： 約１５cmNo.２８ ジョウビタキ （ヒタキ科）
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大きさ： １４～１５ cmNo.２９ スズメ （スズメ科）
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大きさ： ５５～６７ cmNo.３０ セグロカモメ （カモメ科）
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やく

大きさ： 約２１cmNo.３１ セグロセキレイ （セキレイ科）
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やく

大きさ： 約１２.５cmNo.３２ セッカ （セッカ科）
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大きさ： ８０～１０４ cmNo.３３ ダイサギ （サギ科）
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やく

大きさ： 約３０cmNo.３４ タゲリ （チドリ科）
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やく

大きさ： 約２７cmNo.３５ タシギ （シギ科）
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やく

大きさ： 約１６cmNo.３６ タヒバリ （セキレイ科）

42



大きさ： ６３～７２ cmNo.３７ チュウサギ （サギ科）
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やく やく

大きさ： オス約３０、メス約３３ cmNo.３８ チョウゲンボウ （ハヤブサ科）

44



やく

大きさ： 約２４cmNo.３９ ツグミ （ヒタキ科）

45



やく

大きさ： 約２９cmNo.４０ ツツドリ （カッコウ科）
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やく

大きさ： 約１７cmNo.４１ ツバメ （ツバメ科）
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やく やく

大きさ： オス約２７、メス約３０ cmNo.４２ ツミ （タカ科）

オス

メス
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やく やく

大きさ： オス約５８.５、メス約６８.５ cmNo.４３ トビ （タカ科）

49



やく

大きさ： 約５４cmNo.４４ ノスリ （タカ科）
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やく

大きさ： 約２１cmNo.４５ ハクセキレイ （セキレイ科）
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やく

大きさ： 約５７cmNo.４６ ハシブトガラス （カラス科）
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やく

大きさ： 約５０cmNo.４７ ハシボソガラス （カラス科）
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大きさ： ２８～３４ cmNo.４８ ハジロカイツブリ （カイツブリ科）
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大きさ： ３０～３８ cmNo.４９ バン （クイナ科）
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大きさ： ４５～５１ cmNo.５０ ヒドリガモ （カモ科）

56



やく

大きさ： 約１７cmNo.５１ ヒバリ （ヒバリ科）
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やく

大きさ： 約２７.５cmNo.５２ ヒヨドリ （ヒヨドリ科）
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やく

大きさ： 約１７cmNo.５３ ホオジロ （ホオジロ科）
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大きさ： ４２～５８ cmNo.５４ ホシハジロ （カモ科）

メス
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やく

大きさ： 約２５cmNo.５５ ホトトギス （カッコウ科）
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大きさ： ４０～６６ cmNo.５６ マガモ （カモ科）
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大きさ： ３５～４４ cmNo.５７ ミコアイサ （カモ科）
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やく やく

大きさ： オス約５４、メス約６４ cmNo.５８ ミサゴ （ミサゴ科）

64



やく

大きさ： 約２４cmNo.５９ ムクドリ （ムクドリ科）

65



やく

大きさ： 約１１cmNo.６０ メジロ （メジロ科）

66



やく

大きさ： 約２０cmNo.６１ モズ （モズ科）

67



やく

大きさ： 約１４cmNo.６２ ヤマガラ （シジュウカラ科）

68



大きさ： ３７～４３ cmNo.６３ ユリカモメ （カモメ科）

69



やく

大きさ： 約１４cmNo.６４ ルリビタキ （ヒタキ科）

メス
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作成年月日：２０２２年 ８月１８日
改定年月日：２０２２年 ８月１９日（第１回改定）

改定年月日：２０２２年 ９月 ８日（第２回改定）

写真提供者：池田日出男、菊池幸雄、桑森亮、酒井英治、

相良直己、清水直樹、関口英治、多葉田五男、

新堀正則、野口隆也、渡邉俊文

71

制作・著作：我孫子野鳥を守る会（美手連デジタル教材PT）

2023年5月 公開

【ご注意】

・本著作物は、「改正著作権法第35条第1項（学校その他の教育機関における複製等）」
「著作権法第32条1項（引用）」を遵守し、ご利用ください。

・授業の目的以外での複製などの行為、もしくは第三者への譲渡はおやめください。
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